	□主管部御中　　　（翌月7日〆）
□海外事務所御中（翌月7日〆）

作　業　月　報　A

（201 年 月分）
	資金源
	□JICA調査、□円借款、□無償、□その他ODA
□国際機関、□相手国政府、□non ODA、□民間、
□その他（　　　　）

	
	内容
	□調査（MP, FS等）、□技プロ、□B/D、□D/D、
□設計・監理、□監理、□役務、□その他　（　　　　　）

	
	形態
	□単独、□JVメイン、□JVサブ、□補強、□下請け、□その他（　　　　）

	※□については、該当する項目を☑に置き換えること。

	主管部名
	
	事務所名
	

	プロジェクト名
	
	責任者名
	

	国名
	
	記入者名
	

	作業科目コード
	
	作成日
	

	工事監理案件に適用：コンサルタントの契約上の関与・立場
	□The Engineer, 
□The Employer’s Advisor, 
□その他（　　　　　）
	工事監理案件に適用：工事契約方式
	□DBB 契約方式（Design-Bid-Build Contract）、□DB契約方式（Design & Build Contract）、□その他（　　　　　）

	契約期間
	
	リスク危険度
	□1: 低い、□2: 普通
□3: 高い、□4: 非常に高い

	プロジェクト概要：（プロジェクトの概要を5行以内程度で記述すること。毎月作成し直す必要はありません。）

	




	1．今月の作業概要・進捗状況

	1.1 全体
	進捗状況
	潜在リスク懸念報告
	顕在化リスク懸念報告
	当初利益予想額との対比

	□順　　調
	□未発生
	□未発生
	当初予想出来高　　　： **** 百万円
当初予想直接利益額： **** 百万円
当初予想直接利益率： ***** %

	□遅れ気味
	□発生中
□今月発生
	□発生中
□今月発生
	決算時予想値
	出来高　　　： ** 百万円
直接利益額： ***百万円
直接利益率： ***** %

	□かなり遅れ気味
	□本社への支援要請あり
	□本社への支援要請あり
	当初予想と決算時予想との対比
	□上回る (5%以上)
□予想通り（±5%）
□下回る恐れあり
 (5%以下)



	「当初利益予想額(率)を上回る」、又は「下回る恐れあり」の場合の理由 (簡潔に記入)

	





1.2コンサルタントサービス
	今月の作業概要（今月の作業概要を簡潔に記述すること。）

	






1.3工事の状況 （工事監理している場合、または、調査案件の場合で再委託契約をしている場合は記入すること。）
	No.
	パッケージ名
	業者名
	契約工期（※1）
	工事の進捗状況（※2）
	進捗率(※3)

	
	
	
	年　月～
年　月
	□未着手、□進行中
□入札準備中、□終了
	%/　　%

	
	
	
	年　月～
年　月
	□未着手、□進行中
□入札準備中、□終了
	　　　　%
/　　%

	
	
	
	年　月～
年　月
	□未着手、□進行中
□入札準備中、□終了
	　　　　%
/　　%


※1：西暦表記とし年月で示すこと。　※2：該当する状況を☑に置き換えること。　※3：進捗率　実績(%) / 計画(%) (実績は概略値で良い。)


	2．海外適正支出基準

	2.1 行動指針の配布：対象者はNK直雇いの現地採用職員。｛但しﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ、ｵﾌｨｽﾎﾞｰｲ等の非幹職員、NKｸﾞﾙｰﾌﾟ会社所属の職員(出向・派遣者)は除く）｝
(1) 新規の現地採用職員：　□あり（  名）、□無し　(事務所開設に伴う新規雇用を含む)
(2) 新規の現地採用職員に行動指針を配布・確認書取得・リスト更新：　□完了、□未完
（完了の場合は、確認書取得リストを添付する。確認書は現地にて保管する）
2.2 海外適正支出基準：　　　報告が必要な支出：□あり　　□無し　
（ありの場合は、別途フォームにて、主管部経由でKP室へ報告する。）

	3．入札支援の状況

	（円借款のICB案件のみ簡潔に記載、その他は記載の必要無し。また、記載した事項はそのまま残しておくこと。記載例はフォーム最後に掲載。）

Lot名：                      （工事内容：                         ）
	入札ステージ
	予定
	特記事項
(応札・競争状況、本邦企業の参加有無等の概況) 

	1．PQ
	
	


	1.1　 公示開始
	
	

	1.2　 評価・承認の完了
	
	

	2．入札
	
	

	2.1　入札開始
	
	

	2.2　入札終了
	
	

	2.3　評価・ネゴ終了
	
	

	2.4　承認・同意終了
	
	

	2.5　契約完了・着工命令
	
	




	4．リスク報告

	現在において課題となっている潜在化リスク及び顕在化リスクについて簡潔に記入すること。リスクが無くなった場合は当該月にその旨を記し、次月から削除すること。
	No.
	項　目（※1）
	内　容

	01
	□顕在化リスク
□潜在リスク（懸案事項含む）
	タイトル：	

(201X.XX)

	
	対応方針・状況および対応結果（※2）
	(201X.XX) 対応方針：
(201X.XX) 取り組み状況：
(201X.XX) 取り組み状況または対応結果：	

	
	本社への要望
	　□無し
　□あり：

	02
	□顕在化リスク
□潜在リスク（懸案事項含む）
	タイトル：	

(201X.XX)

	
	対応方針・状況および対応結果（※2）
	(201X.XX) 対応方針：
(201X.XX) 取り組み状況：
(201X.XX) 取り組み状況または対応結果：	

	
	本社への要望
	　□無し
　□あり：

	03
	□顕在化リスク
□潜在リスク（懸案事項含む）
	タイトル：	

(201X.XX)

	
	対応方針・状況および対応結果（※2）
	(201X.XX) 対応方針：
(201X.XX) 取り組み状況：
(201X.XX) 取り組み状況または対応結果：	

	
	本社への要望
	　□無し
　□あり：


（行は必要に応じて追加すること。）
※1：	□顕在化リスク、□潜在リスクのうち該当するリスク・事項に☑を記入する。何もリスク懸案事項が無ければ記載不要。
※2：	必要に応じて、持出しMMまたは経費を記載すること。


	5. 契約情報及び請求業務（対象案件：円借、相手国政府資金、国際機関、民間）

	5.1契約情報

	現行有効契約：□ Original、□ 変更契約No. *********,  (YY/MM/DD)　
追加契約：□該当せず、□作成中、□交渉中

	5.2 請求業務及び入金状況

	
	通貨
	Year
	FY 2015 (2014.07 – 2015.06)

	
	Month
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	4
	5
	6

	FC
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	LC
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	Year
	FY 2016 (2015.07 – 2016.06)

	FC
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	LC
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


S:入金済み、 A: 承認済み、B: 請求済み、C:見積済み、D: 見積中、E: 未対応
（FY2015以前の請求、未入金の該当がある場合は上表に追加して記載願います）


	6．営業情報（営業情報を箇条書きで記入すること。）

	・

	・

	・

	７．要人の現場訪問、その他（ニュース、トピックス等）

	7.1要人の現場訪問　　　□無、□有
	訪問期間
	201　年　月　日
	NK対応者
	

	訪問者
	
	訪問目的
	

	指摘事項
	


（要人とは、政治家、日本国政府職員、政府関係機関職員、大学職員、国際機関職員を指す。「□無、□有」については、各項目の□を該当する場合は☑とし、該当しない場合には□のままとすること。）


	7.2その他（ニュース、トピックス等）




	８．従事者

	今月の従事者及び本年度で既に従事した者
□ NK会計年度（7月～翌年6月）を適用する案件　
□それ以外の期間を適用する案件：　適用期間：　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　　　年　　　月　　　日
１．従事者（契約稼働MM）
	No.
	氏名
	職名
	今月稼働日
	本年度の
契約稼働
MM
	前月までの稼働MM
	今月の
稼働MM
	今月までの累計稼働MM

	1
	
	
	月  日～  月  日
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0

	2
	
	
	月  日～  月  日
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0

	3
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0

	合　計
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0


2.　従事者(非契約MM、現場分)
	No.
	氏名
	職名
	今月稼働日
	本年度前月迄の累計非契約MM
	今月の
非契約MM
	今月までの累計非契約MM

	1
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	2
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	3
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	合　計
	0.0
	0.0
	0.0


3.　OJT対象者(MM,現場分)
	No.
	氏名
	職名
	今月稼働日
	本年度前月迄の累計OJT MM
	今月の
OJT MM
	今月までの累計OJT MM

	1
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	2
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	3
	
	
	月　日～　月　日
	0.0
	0.0
	0.0

	合　計
	0.0
	0.0
	0.0




	9．本社からの質問、要望、コメントと現場からの回答

	本社からの質問、要望、コメントがあれば記入してください。（※1）
	(1)主管部からの質問、要望、
コメント等

	· 無、□有（□ 回答要、□  回答不要）　　年 月  日　　　　　　部長


	(2)現場からの回答
（翌月に記入）
		年  月  日回答者： 




（※1：複数の質問がある場合には適宜行数を増やすこと。「現場からの回答」は翌月の作業月報で回答すること。その場合、本社からの「質問、要望、コメント」は消却しないこと。「□無、□有」については、各項目の□を該当する場合は☑とし、該当しない場合には□のままとすること。）


注1：現場事務所は翌月7日迄にE-Mail（原則）で主管部（オフィシャルメール）及び当該国の海外事務所長宛（存在する場合）に送付する。
注2：事業部長及び主管部長が出張の場合は代理者が記入する。	

入札状況の記載例（月報作成後は除去願います。）

Lot名：Lot ABC（工事内容：土木本体・トンネル区間）
	入札ステージ
	予定
	特記事項
(応札・競争状況、本邦企業の参加有無等の概況)

	1. PQ
	
	記述事例：
· PQ書類は5社が購入
· 応札者は現時点では不明
· 本邦企業の参加は未定
· 本邦企業は参加に前向き
· （特にA, B社）
· 第3国企業は積極的参加の見通し［特にX,Y社］
· ＊＊等の技術的課題に関し本邦企業は有利
· F社は同国実績が多い
· 価格競争が激しいとの見通し
· PQはC,D,E社がパス
· 一社ビッドになる可能性大
· 入札評価上の問題点
· 土地収用の進捗度

	1.1　 公示開始
	2013.　6. 15
	

	1.2　 評価・承認の完了
	2013.　9. 15
	

	2. 入札
	
	

	2.1　入札開始
	2013. 10. 20
	

	2.2　入札終了
	2014.　2. 20
	

	2.3　評価・ネゴ終了
	2014.　2. 20
	

	2.4　承認・同意終了
	2014.　2. 25
	

	2.5　契約完了・着工命令
	2014.　3. 15
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